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ヘリオトロン Jの ECH、NBIプラズマの閉じ込めについて報告する。ヘリオトロン J装置は大半径
1.2 m、小半径 0.22 mの L=1ヘリカルコイルを持つヘリカル軸ヘリオトロン装置である。最大磁場強
度は 1.5T、プラズマ小半径は 0.15-0.2 mである。プラズマ生成は 70 GHｚ-ECH（最大発振パワー0.5 
MW）を用い、追加熱として NBI（最大加速電圧 30kV、最大入射パワー0.7 MW）入射を行う。本発表
では主に ECH プラズマの閉じ込め改善、および、プラズマ閉じ込めに影響を及ぼすと考えられるトロ
イダル電流制御の実験結果について報告する。 
線平均電子密度 0.5-3.0×1019 m-3のプラズマ（ECH入射パワー250-350 kW）における閉じ込めにつ
いて調べた。この範囲ではヘリオトロンJプラズマの閉じ込めは ISS95スケーリングとほぼ一致するが、
閉じ込めが ISS95スケーリングの 1.5倍を越えるプラズマも観測された。さらに、放電中に Hαの減少
とともに、電子密度及びプラズマエネルギーの上昇を伴うΗモード的遷移が観測された。遷移前と比較
するとプラズマエネルギーは 2 倍程度まで上昇する。ISS95 スケーリングで規格化した閉じ込めに時間
も上昇する場合が多い。遷移前の閉じ込めは ISS95程度である。遷移の持続時間は現在のところエネル
ギー閉じ込め時間程度である。遷移後は電子密度上昇が継続し、プラズマエネルギーの極大後は通常モ

ードに戻るか、あるいは温度減少によってプラズマが消滅する。プラズマ消滅の際の急激な温度低下の

原因については、密度増加に伴うプラズマ中心部での加熱パワー減少や不純物の増加などが考えられる

が、結論には到っていない。ボロメータ計測からは放射損失の顕著な増加は見られていない。 
磁場配位制御と ECCD によるトロイダル電流制御を行った。ヘリカルプラズマ中のトロイダル電流
はそれが生成する磁場による閉じ込め磁場の変化を通してプラズマ閉じ込めに影響を及ぼすと考えら

れる。ヘリオトロン J 装置ではブートストラップ電流抑制も設計概念のひとつとしている。ECH プラ
ズマに対して内部垂直磁場コイル電流による磁場配位制御および ECH トロイダル方向入射による

ECCDによるプラズマ電流制御が可能であることを実験的に示した。内部垂直磁場を変化させると、磁
場のフーリエ成分のうち主にバンピー成分が変化する。内部垂直磁場電流が 100 kAT以上ではトロイダ
ル電流は反時計回り（トロイダル磁場と逆方向）に、それ以下では時計回りに流れる。最大値はそれぞ

れ 1.5 kA、-1.2 kAである。この傾向は新古典論に基づくブートストラップ電流の予測と一致している。 
標準（STD）磁場配位、低電子密度領域で ECH入射角を変化させた結果 ECCDによるトロイダル電
流が観測された。トロイダル電流方向は垂直入射角の両側で逆転する。最大電流値は約 0.6 kAである。
ただし、密度が 0.5×1019 m-3を超えると、ブートストラップ電流が支配的となりトロイダル電流は垂

直入射の場合と同一方向のみに流れる。ただし、この密度範囲でも入射角によるトロイダル電流変化が

観測され、1×1019 m-3程度までは ECCDが有効であることが分かった。 
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